
一般社団法人 構想日本

議題（３）今後の進め方や方向性について

令和 2年 1 0月 3 0日
第１回条例検討委員会



11名の委員により構成
全９回実施

・構想日本から外部委員２名
・市選出の市民委員７名
・公募による市民委員２名

約100名で４班を構成
全７回実施

・無作為抽出で選出された70名
・市選出の30名
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１－１ 実施体制
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１－２ 実施体制（条例検討委員会）

No. カテゴリー 氏 名 所 属

１

外部委員 2名

福嶋 浩彦
中央学院大学教授
元消費者庁長官、元我孫子市長

２ 中田 華寿子
アクチュアリ株式会社代表取締役
元ライフネット生命常務取締役、元ｽﾀｰﾊﾞｯｸｽｺｰﾋｰｼﾞｬﾊﾟﾝ執行役員

３

市民委員 9名

長谷 忍 長岡京市自治会長会 副会長

４ 山下 忠史 長法寺小学校区地域コミュニティ協議会 会長

５ 福増 久美子 長岡京市民生児童委員協議会 会長

６ 山本 治 森ノ下ハチドリの会

７ 田中 昭美 OTOKUNIレザミ 代表

８ 植田 利江子 西ノ京自主防災会 会長

９ 藤野 勝弘 株式会社村田製作所 総務部 調査役

10 西垣 亮 公 募

11 五島 圭子 公 募

計 11名

特 徴

委 員

① 地域活動で中心的な役割を担っている市民（自治会、地域コミュニティ協議会、NPO、事業者など）が中心と

なって一緒に議論する。

② 自分ごと化会議の意見を整理し、条例化につながる意見については、条例骨子の検討や条文化を行う。

③ 自分ごと化会議に課題解決に向けたテーマや問題提起を行う。



カテゴリー 氏名（人数） 所 属

無作為抽出 約70名 約70名 16歳から80歳まで2300人を無作為に抽出し募集

自治会
校区組織など

21名

10名 各小学校区自治会長

10名 校区自治組織（地域コミュニティ協議会ほか）

1名 自治会未組織地域関係

福祉関係
6名

6名 民生児童委員

市民活動団体関係
3名

中川 久徳 防犯関係市民活動

山田 和美 かしこ暮らしっく熟

未定 子育てサークル関係

計 約100名
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１－３ 実施体制（自分ごと化会議）

伊藤 伸
構想日本 理事
内閣府 規制改革推進室 政策参与

道官 丈晴
三木町 子ども課 副主幹

高澤 良英
市原市 企画部長

石井 聡
逗子市 市民協働部 次長

① 「無作為に選ばれた多様な市民」と「地域活動で中心的な役割を担っている市民（自治会、地域コミュニティ

協議会、NPOなど）」が一緒になって議論することで、お互いの共感と新たな発見を見出す。

② 日常生活で感じている課題を出し合い、課題解決のために「自分たちができること」、「地域ができること」、

「行政で取組むこと」、その他「民間企業やNPOで取組むこと」を考える。

③ 議論にあたっては、専門的立場からの問題提起や視点の提供を行う「ナビゲーター（条例検討委員会委員や協

働のまちづくりを実践している方などを想定）」が参加する。

④ 会議には市職員も参加する。市民（団体）と行政、それぞれの状況を共有、理解していくことで、市民と職員

が共に意識を高めていく場にする。

特 徴

コーディネーター

参加者



地域課題の共有 地域課題の解決策や条例骨子の検討 提案の活用・条例案の検討
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２ 条例検討委員会及び自分ごと化会議の進め方（案）

全体会①
第１回

第２回 第３回
全体会②
第４回

第５回 第６回

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回

全体会③


